
　　　　

2024 年 11 月 1 日

学校休業日 9 時 0 分から 15 時 0 分まで あり なし

放課後 13 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

人間関係
社会性

言語
コミュニケーション

認知・行動

運動・感覚

健康・生活

法人（事業所）理念
・メンバー一人一人の人格を尊重し、人権を保障し、その人らしさを大切にした支援を行うこと
・利用者が安全で安心できる場であること
・地域の人たちと積極的に交流し、地域に根ざした日々の活動を行うこと

事業所名 　むく （放課後等デイサービス事業） 作成日支援プログラム

主な行事等

家族支援

・保護者と子どもの関係づくりをサポートします
・保護者の仲間づくりをサポートします
・他事業所と連携し、子どもを中心としたネットワークづくりに努めます
・きょうだい児への支援にも努めます

移行支援
・インクルージョンの取り組みを推進し、地域への移行を意識した環境
　整備の実施をしていきます
・利用終了後においても、フォローアップ体制の整備に努めます

地域支援・地域連携
・学校や関係機関との連携に努めます
・自立支援協議会への参加をし、情報共有に努めます
・社会資源を活用し、経験値の向上、成功体験につながるサポートをします

職員の質の向上

・月1回の内部研修に参加を促します
・外部研修への出張命令等でスキルアップに努めます
・制度改正等がある場合は、その都度ミーティングを活用し情報共有に
　努めます

イベント　：フェスティバル　・季節の行事　・パステル講習　・地域交流　など
日々の活動：感覚統合　・スヌーズレン　・クッキング　・リラクゼーション　など
地域交流　：ボランティア、実習生の受け入れ　地域イベンターを招いた活動企画　など

医療的ケア

・医療、関係機関、相談事業所などど連携していきます
・多職種連携に努めます（施設内外ともに）
・必要に応じ、山口県西部医療的ケア児支援センターへの協力要請を行
　います

本
人
支
援

支援方針
・余暇時間の過ごし方や生活する力を養うために必要なサポートをします
・家庭、学校と情報を密にし、子どもの生活リズムづくりをサポートします
・地域の児童福祉サービス提供事業者と連携して、子どもを中心としたネットワークづくりをします

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

・体験や経験を積み重ね、社会活動への参加を促します
・生きがい、創作活動など、遊びを通じて社会参加を促します
・個人から集団へと変化させ、ルールやマナーが理解できるよう支援します

※23㎞以上の送迎に関しては要相談

※23㎞以上の送迎に関しては要相談

・五感に働きかけることでの、活動経験値を向上できるよう促します
・見通しを持たせることで、主体的な生活ができるよう努めます
・行動面においての構造化、視覚支援の充実を図ります

・姿勢保持や移動手段の獲得ができるよう、本人のADL面に着目して支援します
・ポジショニングによる、安全安楽な姿勢保持ができるようサポートします
・主体的な動きを引き出すための姿勢や環境の提案をしていきます

・生理的安定や情緒の安定が図れるよう、家庭と連携し生活リズムの把握に努めます
・安全に医療的ケアを実施します
・基本的生活スキルの獲得を促します

・言語的・非言語的コミュニケーションの基礎の習得、応用活用ができるよう促します
・コミュニケーション手段の選択と活用の幅が広がるよう努めます
・TPOにあったコミュニケーション力の獲得を目指します
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